
平成17年3月22日 　

 （発行）国土交通省大野川出張所

○特集  大野川、冬の風物詩（２）～青海苔（アオサ）の収穫～

■アオサの収穫方法

　

　 ■天日干し

　

■アオサの用途

　採れたアオサは、大野川の河川敷で天日干
しされます。晴れた日ですと１日で乾燥します。
■出荷
　天日干しされたアオサは関東や関西に出荷
されます。通常、年間出荷量は２００～３００ｋｇ
とのことです。昔から大野川のアオサは色、香
り、品質の良さで名が知られています。

　アオサは、みなさんご存じのお好み焼き
のふりかけやあられの香味として使われ
ています。

大野川だより（第１０号）
　大野川に関する情報を行政と地域の皆様で共有することにより、よりよい地域
づくり、川づくりができると思います。大野川だよりは、大野川の情報（主に国管理
区間）を地域の方々にお伝えする手作り情報誌です。
  今月号は、冬の風物詩第２弾として大野川下流における冬の代表的な漁、アオ
サ漁を紹介します。

　アオサの収穫は、写真-1のように３ｍほどあるアオサかきを使い水中のアオサ
を舟の上にかき上げます。昔は一かきするとアオサが連なって採れたそうです。
写真-2は採れたてのアオサです。長さが５０ｃｍ～１ｍほどありました。

　アオサは、海水と淡水が交わるところ（汽水域）にできる植物です。アオサ採り
の起源は不明ですが昔から小中島地区の産物として収穫されてきました。現在
は、汽水域（きすいいき）が上流に移動したことから収穫場所もだいぶ上流へ移
動しています。アオサ漁は、通常１２月～３月まで行われます。

　

　

いつまでもアオサが採れる大野
川を守りましょう！

鶴崎漁協のみ
なさん取材協
力ありがとうご
ざいました。

写真-1　アオサ採りの様子 写真-2　採れたてのアオサ

写真-3　アオサの天日干し

写真-4　アオサをかけたお好み焼き注）アオサ採りは鶴崎漁協の許可が必要です。
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○最近の出来事
■熱かった河川シンポジウム

　

　

■大野川を安全に利用するための提言（案）

　※詳しくは大野川流域懇談会のホームページを見てください。
　（http://www.ohno-river.com/）

　３月１１日「大野川における安全確保のあり方に関する検討委員会（最終回）」
が行われ、『大野川の川遊びの楽しさと恐さを知るための提言（案）（以下、提
言）』について審議がありました。提言のポイントとしては、①平常時と緊急時の
具体的な取り組みを車の両輪と見立てて実践してゆく。② ①の両輪を回す軸とし
て関係機関（学校、ＮＰＯ，地域、警察、消防、河川管理者等）が連携を強化し川
遊び勉強会（仮称）を設置する。③川遊び安全サイクルの実現に向け、平成１７
年度からできることに着手するとのことでした。～地域のみんさんご協力お願いし
ます～

　２月２７日　河川シンポジウム「いい川・いい顔づくり」（主催：NPO法人河童倶楽
部）が犬飼町中央公民館で行われました。当日は老若男女いろんな方が参加さ
れ、大野川流域以外からは山国川、寄藻川、八坂川、三隈川、高瀬川流域の
方々等も出席されました。遠いところでは、岩手県から、また、韓国の留学生も参
加しました。みなさんの川への想いは以下のとおりです。

　

　

受け身で
はダメで
す。

行政にお願いする
だけではダメ。一
緒に共働しなくて
は。

九州は寒い
な～。でも、
この活気は
すごい。

いかに川のことを
想うかがポイント
だよね。

実は川づくりは人づ
くりなんだよ。子ども
に川のことを教える
とゴミのポイ捨てを
しなくなった。

河川清掃活動のおかげで
３０年ぶりに地元のアユを
食べることができた。感
激！

うちの川では
住民の手作り
で子どもが遊
べる場所を
作ったよ。

残念だけど川
が忘れさられて
行く気がする
ね。

干潟のあさり１個は、１
年間に３ｔの水を浄化
するんだよ。

子どもが
泳げる川
にしたい。

写真-5　シンポジウムの様子

今年は、戸
次が熱い
ぞ！みなさ
ん楽しみ
に。

平常時の川
遊び安全サ
イクルの確
立

緊急時を想
定した連絡
体制等の構
築と周知

川遊び勉強
会（仮称）

大野川親水マップ
（仮称）の作成

川遊びの指導者
の発掘・養成

川遊びの安全意
識の啓発

図-1　提言のイメージ 図-2　川遊びの安全サイクルのイメージ
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○４月の工事、調査業務情報

備考１）担当部署名の国交省は国土交通省大分河川国道事務所の略
備考２）維持工事は堤防や舗装の軽微な補修で、河川施設の機能回復を行うものです。

○大野川をゆく（８回目）～大野川高田地区河川防災ステーション～

○お便りコーナー～大野川のお宝写真（はねつるべ）～

工事、調査業務名 担当部署名
維持工事

施工場所
国交省大野川出張所大野川出張所管内

４月に大野川では次のような工事や調査業務を実施する予定です。

　このコーナーでは大野川の名所等を紹介してます。第８回目は、洪水時の防災
基地、河川防災ステーションを紹介します。

　大野川では、過去に幾多の水害を経験
し、近年では、平成２年、５年、９年と相次
ぐ水害に見舞われました。このような状況
下、平成１０年度、高田地区（川添橋左岸
近く）に洪水時における円滑かつ効果的
な水防活動を行うため、防災ステーション
が整備されました。
　主な施設として、水防センター（現地対
策本部・水防資材倉庫）、ヘリポート、水
防用資材積み込みヤード等があります。
～いざと言う時に備えています～

　上志村の佐々木重信さんからめずらしい写真をいただきました（写真-7）。写真
は、大野川の中から姿を現した「はねつるべ（井戸から水田に水を汲み上げる仕
掛け）」井戸の底跡だそうです。昔、坂ノ市から大在にかけては、はねつるべを使
い水田に水を送っていたそうです。はねつるべの作業は夜通し行われるため、
「大在には嫁さんに行くな」と言われていたそうです。このはねつるべ作業の労苦
も昭和３２年の昭和井路の全域通水により解消されたそうです。

大野川のめずらしい写真がありましたら連絡お願いします！

白滝橋上部工工事 白滝橋 国交省別大監督官

写真－６　防災ステーション空撮

昔は、現在
の川敷きも
水田だった
んだね

写真-7　はねつるべ井戸の底跡
図-3　はねつるべ作業イメージ

重り

井戸

バケツ

あ
と
百
回

はねつるべ→
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本　誌　関　連　図（大野川出張所管内）

○河川豆知識（第６話）

　
　 　

　 　

　 　

　
　

　
　

次回へつづく

　
　
　
　

●大野川のプロフィール
長さ ：１０７ｋｍ（九州４位） 支川数 ：１３８河川
流域面積 ：１，４６５ｋｍ2（九州６位） 白滝橋で最大流せる水の量：1秒間にﾄﾞﾗﾑ缶47,500個分
流域人口 ：約２０万人（２市１３町４村） 　

（発行） 国土交通省　大分河川国道事務所　大野川出張所
住所：〒８７０－０２６１　大分市大字志村字川平２１８－２
TEL　０９７－５２７－２５４９、FAX　０９７－５２３－２６７３
大分河川国道事務所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.qsr.mlit.go.jp/oita/

　今後、皆様のお役に立つように’大野川だより’を充実していきたいと思いますので、ご意見や
ご質問、大野川のイベント情報などお待ちしております。

矢印より下流が
大野川出張所管内

※図中の数字は河川管理用の
距離標です。何かお気づきの
点がありましたら、「大野川右
岸の○○番付近が△△△」と
いう具合に連絡していただくと
助かります。

川にも法
律がある
の？

川には、河川法とい
う法律があるんだ
よ。河川法の目的
は、①治水、②利
水、③環境の３つを
総合的に管理する
ことにより、国土の
保全と開発、公共の
安全保持や福祉を
増進することなん
だ。

（第８回）防災ステーション

○河川法の歴史
・明治２９年　近代河川法の誕生
（治水）
・昭和３９年　治水・利水の体系的
な制度の整備（治水、利水）
・平成９年　治水・利水・環境の総
合的な河川制度の整備（治水、利
水、環境）

下図にこれまで「大野川をゆく」で紹介した名所を図示しました

（第１回）大野川河口の碑

（第２回）迫排水機場

（第３回）乙津川導水路

（第４回）コスモス

（第４回）コスモス

（第４回）コスモス

（第５回）乙津川分流堰

（第６回）岩舟堰

(第７回）臨海工業地帯
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